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題 材 いろいろな音を楽しもう

１ 題材について

本学級の子どもたちは、第１学年のころから鑑賞の学習を中心に、曲想と音楽の構造など

とのかかわりを意識しながら音楽活動を行ってきた。このような子どもたちが、曲想と音楽

の構造や曲想と歌詞の表す情景や気持ちとのかかわりに目を向け音楽表現を工夫していく。

このことは、仲間とともに音楽表現を工夫する楽しさを感じることや、音楽に対する感性を

働かせ豊かな表現をめざすことにつながるであろう。

本題材は、打楽器の音色を感じ取りながら音楽を聴いたり、曲想と音楽の構造などとのか

かわりを考えたりする活動をとおして、音楽表現を工夫し、どのように表現するかについて

思いをもつことをねらいとしている。鑑賞活動では、いろいろな打楽器の音色を聴き取り、

そのよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、曲全体を味わって聴く。そして、そこで気付

いた打楽器の音色を生かしながら、音楽づくりに取り組む。器楽表現では、かぼちゃのイメ

ージに合うように、楽器の組み合わせや音の重なりなどを工夫して演奏していくであろう。

このような学習経験を積んだ子どもたちは、歌唱表現においても、曲想を感じ取って表現を

工夫し、どのように歌うかについて思いをもつことができると考える。その際、子どもたち

が音楽的な見方・考え方を働かせることを大切にしていきたい。なぜなら、このような学習

を積み重ねることで、音楽に対する感性が一層育まれていくからである。

そこで、以下のような支援を具体化する。

○ 鑑賞と表現とを関連させた題材構成を仕組む。そうすることで、それぞれの活動で得た

知識や技能を生かしながら、音楽表現を工夫することができるようにする。

○ 感じ取ったことや表現の工夫などについて話し合う際は、理由を問うたり実際の音で確

認したりする。そうすることで、音を根拠にしながら考えや思いを共有することができる

ようにする。

○ 子どもたちの発言を、自己のイメージや感情と音楽を形づくっている要素に整理し、問

い返しや板書によってそれらを関連付けていく。そうすることで、音楽表現を工夫し、ど

のように表現するかについて思いをもつことができるようにする。

２ 目 標

○ 曲全体を味わって聴いたり、音色や曲想と音楽の構造などとのかかわりに気付いたりす

る中で、曲想を感じ取って表現を工夫し、どのように表現するかについて思いをもつこと

ができるようにする。

○ 鑑賞や表現のそれぞれの活動で得た知識や技能を生かしながら音楽表現を工夫し、仲間

とともに演奏したり歌ったりする楽しさを感じることができるようにする。

３ 評価規準

知識・技能(知・技) 思考・判断・表現(思) 主体的に学習に取り組む態度(態)

○音色や曲想と音楽の構造などと ○曲や演奏の楽しさを見出し、曲全 ○仲間と共に演奏したり歌った

のかかわりに気付いている。 体を味わって聴いている。 りする楽しさを感じている。

○音色や歌声に気を付けて演奏し ○曲想を感じ取って表現を工夫し、 ○身の回りの様々な音楽に親し

たり歌ったりしている。 どのように表現するかについて思 んでいる。

いをもっている。

４ 指導計画（全９時間）

第１次 「だがっきパーティー」を鑑賞する（１時間）

第２次 身近な打楽器を使った音楽づくりをする（２時間）

第３次 曲想を感じ取って表現を工夫する（６時間）【本時 ５／６】



５ 本時案 【平成２９年１１月２４日 ９：３０～１０：１５ 小学校音楽室】

（１）ねらい 曲想や歌詞の表す情景や気持ちに合った歌い方を工夫する活動をとおして、

どのように歌うかについて思いをもつことができるようにする。

（２）学習過程

学習活動／子どもの意識 支 援

① 虫の鳴き声を聴き、表現のイメージを膨らませる (20分) ○表現の工夫を考える

学習内容 ・身の回りの音への親しみ(態) ・表現への関心（態） 前に､虫の鳴き声を聴

・ 今日からは「虫のこえ」の表現を工夫するのか。 く活動を仕組むこと

・ 歌い方でも工夫ができるのかな。 で､表現のイメージを

・ この曲は、幼稚園でも歌ったよ。まずはみんなで歌ってみよう。 膨らませることがで

・ いろいろな虫が出てきて、楽しい曲だよね。 きるようにする｡

・ 虫の鳴き声が、歌詞に入っているのが面白いよ。 ○子どもたちの発言を､

自己のイメージや感

・ 虫の声みたいに歌ったらよいと思うよ。 情と音楽を形づくっ

Ａ 鳴き真似ではなくて、きれいな感じが伝わるように歌いたいな。 ている要素に整理し

・ 本物の虫の声が聴けるのだって。聴いてみようよ。 関連付けていくこと

・ あっ、マツムシだ。チンチロリンと聞こえるよ。 で､曲想や歌詞の表す

・ クツワムシは、本当にガチャガチャと鳴くね。面白いな。 情景や気持ちに合っ

・ マツムシの鳴き声はかわいいから、かわいく歌おう。 た歌い方の具体を考

Ｂ かわいく歌うためには、どうしたらよいのかな。 えることができるよ

・ グループで、歌い方を考えてみよう。 うにする｡

② グループごとに、歌い方の工夫を考える (15分) ○必要に応じて､自分た

学習内容 ・虫の鳴き声に合う歌い方の工夫(思) ちの表現を録音した

・歌詞の表す情景や気持ちと表現の工夫とのかかわり(知・技) り撮影したりできる

Ａ チンチロリンを小さく歌ったらどうかな。 環境を整えることで､

・ よし、それで歌ってみよう。録音するよ。せえの。 自分たちの表現を客

・ 小さく歌うと、かわいい感じがするね。 観的に捉え､虫の鳴き

・ 弾むように歌ってみたらどうかな。いくよ、せえの。 声に合う歌い方を工

Ｂ さっきよりかわいい感じになったね。 夫することができる

・ クツワムシは、歌う声よりしゃべる声で歌ったらよさそうだよ。 ようにする｡

・ うん、ガチャガチャした感じになっているね。 ○虫の鳴き声を聴くこ

③ 歌い方の工夫について交流し、本時の学習を振り返る (10分) とができる場を設け

学習内容 ・曲想と音楽の構造などとのかかわり（知･技） ・次時への期待(態) ることで､表現のイメ

Ｂ 小さく弾むように歌うと、かわいくなったよ。 ージを確認し､自分た

・ Ｃさんのグループは、スズムシの鳴き声を工夫したのだね。 ちの表現の工夫に生

Ａ リーンリンを、少し伸ばすように歌ったのか。よいね。 かすことができるよ

・ 次の時間は、他の虫の声の歌い方も考えていこう。 うにする。

６ 板書計画

虫の鳴き声を歌で表すには、どうすればよいかな。

小 学 校 音 楽


